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No.23 (1978) 

菌lj腎髄質捌除ラットにおける血中 ACTHの変動

木村都，小野純子，小池敦子，中村悦郎

〔第59四日本薬理学会関東部会東京 (1978年11月）で発表〕

副腎皮質機能はACTHにより主に維持支配されている。また，ストレッサーの影響は下垂体一

副腎皮質系機能に関連していることもよく知られている。副腎皮質機能の研究の一手段として，

副腎髄質劇除が行われる。しかし，その手術のために副腎はACTHの影響を受けているといえ

る。今回，我々は副腎髄質劉除ラットの術後の血清中のACT H量を経目的に測定して，手術後

の回復を観察した。

実験には健康なS.D.系雄性ラットを用い， 9週令前後でエーテル麻酔下に背部より切開し，

副腎髄質を捌除して，温度22土 2℃，湿度55%の空調室で人工照明下（ 6 : 00～18: 00点灯〉，

回型飼料と水を自由に摂取させて飼育し，充分ハンドリングをした状態で、実験に使用した。 Ac 
T Hの日内変動をさけるために，午前10時から10時30分の聞に断頭した。血清中のACT Hの定

量は ACT HをQusoG-32に吸着させ， アセトン酢酸溶液で抽出し， 副腎遊離細胞を用いて

corticosteroneの産生を指標とする Sayers－森田らの方法による bioassayによった。

正常なラヅトの血清中 ACT H量は約5～lOpMであった。副腎髄質易IJ除ラ γ トの血清中Ac 
T H量は手術直後に上昇し，術後30日では皮質重量はむしろ増加している傾向を示すが，血清中

のACT H量は約lOpMと正常域に回復していた。従って，術後30日で実験に使用できることが

わかった。

副腎髄貿易リ除ラ .. ，トの寒冷ストレス時の副腎皮質内 cyclicAMPの変動

小野純子，小池敦子，木村都，中村悦郎

〔第四回日本薬理学会関東部会東京（1978年11月）で発表〕

ACT Hにより副腎中のcyclicAMP量が上昇することは数多く報告されているoまた，ス

トレスによっても副腎中 cyclicAMP量の上昇が認められているo一方，松葉らにより副腎遊

離細胞を用いた実験でcyclicAMP量はACT Hの濃度が10-9M以上で急激な増加を示すことが

報告されている。しかし，生体内では強度のストレス下でもACT H量が10-9Mを超すことは少

ないといわれているo この点から，我々は副腎髄質別除ラットの皮質中の cyclicAM Pの寒冷

ストレス下における変動について検討した。

実験には健康なs.o.系雄性ラットを用い， 9週令前後でエーテル麻酔下に背部より切開し，
副腎髄質を易IJ除して，温度22土2℃，湿度55%の恒温値湿度室で人工照明下（6 : 00～18: 00点

灯），国型飼料と水を自由に摂取させて30日間飼育し，充分ハンドリングをした状態で、実験に使用

した。 ACTHの日内変動をさけるため，午前10時から10時30分の間に寒冷ストレスとして4℃

に15分間あるいは30分間曜露直後に断頭し，すみやかに副腎を取り出して 0.2秒間microwave

(1300W）を照射して内在酵素の活性を止めた。 CyclicAMPの定量はradioimmunoassay法
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